


























現在中米 グアテマ ラで実施 中の調査 についての中間報告 をしたい。 この調査は、文部
省科学研究費補助金に よる国際学術研究 「環太平洋地域の文化 とシステムのダイナ ミク
スに関する研究」1)の一環 として行ってい る。私 自身が約20年前 の1978年から1979年に
かけて集中的に調査 した地域2)の農村 と都市 について、「文化 とシステム」 の連関 を分
析することが主題である。
人類学では過去の一時点に調査 された地域 について、同一の、 また別個の人類学者が
再調査 を行 うことが多い。 この傾 向は米国人類学者のフィール ドとしての中南米につい
てとくに著 しく3)、再調査 に基づ く 「文化の変化」 「社会の変化」 「変化 と継続性」 「グ
アテマ ラの町の30年」 などについての報告が数多 く出版 されている。
これまで 「定点観測」 をして きた場 を私が訪れようとす るにあたって、単 なる 「特定
文化」 についての 「再調査」 はした くなかった。文化 を文化研究だけに限 って、文化を
文化に還元 して説明することは避 けたいと考 えた。文化が接触 して文化変容 という化学
変化を起 こすとい う20世紀半 ばか・らのパ ラダイムや、 グローバ リゼーシ ョンと人的移動
の中窓ヌ:化の混清や雑種忙が進む どいう近年舜行のアプローチは取 りた くなかった。そ
こで試みたのが 「文化 とシステムのダイナ ミクス」 とい う概念 によって、文化の動態を
文化の 「外側」のシステムにつ なげなが ら、 しか しその 「外側」に より決定 される もの
とすることは避けるというや り方である。
「文化 とシステム」 を対比 して捉 えるアプローチは、 クリフォー ド・ギアツが 「儀礼
と社会変化」 と題す る論文(Ge飢z1973)でP・ソローキ ンを用 いなが ら示 した二分法
に由来する。そこで論 じられたのは、「論理=意 味的統合(logico-meaning飢integradon)」
と 「因果=機 能的統合(causal-functionalintegration)」とい う、2種 類の統合 の間の対
照 と齪飴である。前者の 「論理;意 味的統合」は、様式や論理的意味の統合、価値 の統
合 を指 し、後にギアツが 「文化」あるいは 「文化体系」 と呼ぶ ようになった種類の意味.
連関を指す。後者の 「因果=機 能的統合」は、有機体的な統合、行為の総体 としての社
会がシステムとして示す構造 的な統合 を指す。別の言い方をすれば、二種の統合の間の
対比は 〈ある意味での 〉文化 と 〈ある意味での〉社会 との対比である。 この両者がイン
ドネシアの一農村で矛盾 と不調和 を起 こす さまを、一人の死者 を弔 う過程で動 きの とれ
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な くなった葬礼の事例 を通 じて明 らかにしようとしたのが 「儀礼 と社会変化」だった。
私 は、機能主義的色彩の強い 「統合」とい う概念 よ りは、曖昧で多義的な 「システム」
とい う概念 を故意に用い、そこに経済システムや政治 システムや国家 システムや民族シ
ステム……な ど、お よそシステミックに構造化 しなが ら機能する社会的現実を何 でも含
めようとした。 もとより 「システム」 とい う概念は 「文化」 の概念 に劣 らず不明瞭であ
る。それをさらに多義的とした上でもう一つの曖昧な概念 としての 「文化」 と掛 け合わ
せれば、議論 はます ます拡散的 となることは初 めか らわか っていた。 しか し、 ともに不
明瞭な2つ の 「言葉」 をあえて分析の(仮 の)道 具 として用いることによって、文化を
特定 システムに還元 して理解するような文化分析、つ まり文化 を資本主義システムや国
家システムや(新)植 民地主義システム等 により規定 され るもの として捉 えるような還
元論 を避 け、よ り社会的現実 に密着 した文化分析の可能性 を探ることがで きるのではな
いか と考 えた4)。システムという概念は、システムによる決定論 を提出す るためではな
く、還元論の誘導に対 して備えるためである。
* * *
この ような理論的関心 をもって見たときの現代の中米は、文化の変化 について、 とり
わけ文化の変化の欠如 とい う問題 について重要な示唆 を与 えている。
最初 にグアテマラを訪問 した1976年か ら2年 ほどを経 て、1978年2月か ら1979年6月
にかけて私は集中的 な民族誌的調査 を行った。その後20年近 くを隔てた今回の現地調査
は1997年11月～12月と1998年8月～9月 に実施 し、1998年11月～12月また1999年にも再
度実施する予定である。本調査は現在進行 中であ り、依頼 した資料収集には中途段階の
もの もある。これまでに集めた資料の整理 と分析 も完了 しておらず、調査が進むにつれ
不十分 さが明 らかになる点 も多い。に もかかわ らず本稿では現時点で一応の整理 を行い、
既に明 らかになった事実関係及び重要と思 われる問題 について述べてお きたい。
調査 の焦点 は、グアテマラ北西部 ウエ ウエテナ ンゴ(Huehuetenango)県の、 ウエウ
エ テナ ンゴ市北西 に位置するS共 同体である。 この共 同体 つ まりムニ シピオは、広義
のマヤ語の一つであるマム語 を話す先住民(イ ンデ ィヘナ、インデ ィオ)5)がつ くる村
落か らなっている。1970年代後半の私 の調査は、この農村 に住み込 んで周囲の農村 とそ
の中央のウエウエテナンゴ市 をながめるというかたちをとった。1990年代後半の今回の
調査 では、主にウエウエテナンゴ市 に住んで他の多数の共 同体 を訪れ なが ら、そのさ中
にS共 同体を位置づけるとい うかたちをとっている。
この20年間に、S共 同体ではさまざまな次元で変化が起 こった。人口は以前の1万 人
からおそ らく1万5千 ほどに増大 し、共同体の中心部 には家屋や施設が増えて密集状態
となった。森林の枯渇は進行 し、植林をしても当分は追いつかない。 もともと少なかっ
たラデ ィーノ(非 先住民)の 人口は、家族 ぐるみの移住によ りさらに減少 した。共同体
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の先住民 メンバーのユニフォ』ム としての手織 の衣装6>にはと くに女性につ いて色 彩
の変化が生 じ、赤で覆われる部分が増大 して白地の部分がほ とん どな くなるとともに、
若い世代 では全体 に青みがかった色調が 目立つ ようになった。家屋は若干大 きくなり部
屋数が増 え、土間に直接石 を置 いてそこに土器 をのせていた炉はラデ ィーノ式のかまど
やプロパ ンガスに取 って代 わられた。経済は一定程度の発展 を遂げ、パー トタイムの商
人の数が増えた。パ ンアメリカン ・ハ イウェイとS共 同体 とを結 んで商業活動 を支 え
る道路は、依然 として河床の ように未整備な箇所 や定期的な土砂崩れがふさ ぐ部分は残
るものの、中型四輪駆動 トラックを所有す る村民が増 えて、ひっきりな しとは言 えない
まで も相当の交通量 となった。20年前に車 を持つ者 は、ラデ ィーノ1名 、先住民3名 だ
けであ り、それが早朝 と夕刻に村 を出入 りするだけだったのである。
しかしこうした文化変化と社会変化は、一見 して見て取れる表面的なものばか りであ
り、それほどの重要性 を持 たないものが多い。重大 な変動 は奥深いところで、視覚の及
ぼないところで複雑 に確実に進行 している。そ してその進行 を理解するには〈システム〉
に対する注意が欠かせ ない。
〈システム 〉との関連で捉 えるべ き要素 は数多 くある。以下 に取 り上げて概略 を述べ
てお く。
1.政治暴力 と和平合意
グアテマラの過去20年の歴史 を語 るとき、誰 もが まず第一 に口にす るのは政治動乱つ
ま りビオ レンシア(violencia「暴力」)である。1960年代初頭 のゲ リラ蜂起に始 まり36
年ほ どの間に十万 とも十数万 とも言 われる犠牲者を出 した内戦は、無数の負傷者や難民
を生み正確なところはわからないほどの数の村 を焼 き尽 くした。国連主導の和平合意が
左翼ゲ リラ組織URNGと グアテマラ政府の問で ようや く成立 したのは、東西世界の対
立構1図が解消 して数年の後の1996年12月29日である7)。
軍事対立が頂点 に達 した1981年から83年にかけては、S共 同体で も十数名 の犠牲者が
出た。 しかし理由は明 らかではないが、S共 同体が受けた影響 は周辺の共同体 に比較す
れば大 きくはなかった。人々は 日が暮れてゲ リラと政府軍め戦闘が始 まると恐れおのの
きなが ら自分の家に潜み、嵐の過 ぎ去るの をじっと待ったという。
和平合意によ り先住民インディヘ ナの権利が確認 されたことは当然大 きな意味 を持 っ
た。ワレン(Wa∬en1998)が詳細 に報告す るような汎マヤ主義、つ まり先住民マヤ全
体 としてのアイデンテ ィテ ィを文化的に追求 しようとする政治運動 は、グアテマラ中西
部で活発 に展 開されているが ウエ ウエテナンゴ県では勢いがない。それで も先住民が先
住民 の衣装 を着けて活動する社会的な場 は拡大 した。共同体外 に出るときは非先住民 ラ




和平協定の締結後 に二言語教育が進展 をみていることは、 さらに意味が大 きい。小学
校 ではスペイン語での授業 に加 えて、二言語つ まりスペ イン語 とマヤ語 を併用 して行わ
れる授業が増加 した。 「マヤ語」 と呼ばれる先住民言語は、ウエウエテナンゴ県だけを
みてもマム語、アワテコ語、バ カルテコ語、カンホバル語、チュフ語、アカテ コ語など
に分かれてお り、それぞれ相互 に理解不能であるとされている。 しか しそれぞれの地域
言語に合わせた教科書が作 られ、現地語 をアルファベ ッ トで読み書 きす ることをまず学
習 した子供たちが、その知識 に基づいてスペ イン語を学習するプログラムになっている。
S共同体 の場合、現地語はマム語である。共同体内の ラデ ィーノの数がゼロに近づい
た現状では、教育のほとんどは二言語で行 われている。生徒 の出席率は高 まり、建物設
備の不足が言われるようになった。小学校6年 の卒業生が6人 しかいなかった1979年の
状況 とは大 き く異なるように思われた。
しかし現在で も卒業生数が10数人に過 ぎない とい う報告は意外だった。出席率が高 ま
り学校 に溢れたのは低学年のみであ り、一通 りのスペイン語を学習 した後の高学年にな
ると登校 しな くなる。自然 ・社会 ・算数 」言語 とい う教育体系の4本 柱 の中で、人々の
要求を満たすのは最後の1本 だけだとみ なされている。
それで も教育 システムは、共同体内エ リー ト養成への道筋 をつけた。1970年代後半に
は先住民で小学校教師の資格 を持 つ者はただ一人であ り、その他の教員はすべて都市部
か ら派遣 されるラデ ィーノだった。現在では高卒 で教員免状 を得 た先住民が十数 名に
なった。S共 同体外出身の教師 も何人かいるが、多 くは共同体内の人々である。そ して
マヤ語 の知識 を持つ二言語教員の方が単言語教員よ り就職については有利 だから、教員
資格は以前にはなかった雇用機会を意味 している。
3.開 発援助
教育分野などについての国外か らの援助 は、和平合意 を期 に一気に拡大 している。正
確 な数字 については調査 中であるが8)、日本 などの援助国家や国連 などの国際機関、 ま
たNGOや 宗教団体か ら送 り込 まれる資金 と人員 には膨 大 なものが ある。MIで始 まる
ナ ンバープレー トの国外使節団の車が、人口8万 のウエウエテナンゴ市 を走 り回る。市
の中央市場の近 くに国連事務所が設置 され、唯一の近代 ビルには国連開発計画(UNDP)
の事務所が入った。市のあちこちに、家族計画や女性のための組織が事務所 を構 えるよ
うになった。
町を出れば、道路や橋梁や学校 などの建設プロジェク トの進行や完了 を示す看板が、
現政府の宣伝 と椰楡 されなが らも至る所に立っている。村では保健所や電話の設置プロ
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ジェク トの表示が 目立つ。S共 同体 にも、学校や市場や保健:所や道路が新 しくで きた。
町 も村 も、開発の意欲 に沸いているように見 える。
しか しそれがエスニ ックな緊張 を高めている面がある。アファーマテ ィヴ・アクション
として行われる開発援助 は、過去の歴史において不利 な状況 に置かれてきた先住民に限
定 して行われることが多い。先住民の少 ない地域では、た とえ悲惨な生活状況が際立つ
場合で も、援助が振 り向けられることが ないという話 を先住民の側の教育者か ら聞いた。
こうしたことに対 し、非先住民 ラデ ィーノは複雑で強い感情 を抱いている。鏡 に映っ
た似姿のように 「自分」 と 「自分でない もの」を先住民 と非先住民の対照性の中につ く
り出すグアテマラのエスニシテ ィ構造9)においては、一方のみに注 ぎ込 む経済的利益
と社会的恩恵は、過去の歴史に対する社会 としての償 いであると同時に、現在 の文化的
対立関係に影響 し得 る要因で もある。
4.市場経済 と自由貿易
国際援助 による変化 を別 にすればウエウエテナ ンゴの経済 は未発展 であ り、唯一の製
粉工場を除いて市内に産業 と呼べるものはない。 しか し市場活動一般については、ウエ
ウエテナ ンゴ市で もS共 同体 でも活発化 した。都市部で は無数の小 商人が、市場の空
隙を求めて特定商品 に特化す るとい うパ ターンが進行 した。数本 の缶 コーラ、両手 に
握 った腕時計 の束、背負 えるだけの箒、路 上に広 げられるだけの歯磨 きなど、隣の商人
とはかろうじて重なることのない種類のわずかばか りの商品を、.なん とか通 りすが りの
人々に売 りつけて生計 を立 てようとする人々が街路 に群 をなす ようになった。一方S
共同体 においては、市場規模の量的拡大が明 らかである。以前は屋外広場で開かれてい
た定期市は、新設の屋内市場に移動 してお よそ4倍 に広が り、規模の拡大に見合 うだけ
取引量 も増大 した。ただ、糸、小問物、生活雑貨など、売買 される商品はあまり変わっ
ていない。
自由経済、 というよ り新 自由経済の影響は、S共 同体 については感 じられない。た と
えばメキシコの ミチ ョアカン州の農村部の ように、北米 自由貿易協定(NAFrA)の発足
後に小麦価格が暴落 し、代替の生産物 を求めて暗中模索す る姿はみ られない。 これはS
共同体の生産が自給作物に集中 し、換金作物の重要性が これまでは低 かったことによる。
世界的な規模 での自由貿易 システムの進展が、 ウエウエテナンゴ県に影響 を与 えてい
ないわけではない。例えばウエウエテナンゴ市東方のA共 同体 は、これ までニンニク
とタマネギの生産に圧倒的に依存 してきた。 しか しメキシコ産の タマネギと台湾産のこ.
ンニクの輸 入が増大 したため価格が大 き く下が り、従来の農業パ ターンの継続性 自体が
脅かされている。NAFrAの影響が まず メキシコに及び、それが南のグアテマラに も及
んで くるという漠然 とした危惧 もある。 「メキシコ帝国主義」 とい う言葉 も聞いた。実
際メキシコとグアテマラの間の輸出入バランスはまった く不均衡であ り、 この不均衡が
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さらに進行することが予想 されている10)。
5.生 産 パ タ ー ン
自給生産に依存 し食料 自給が ほぼ可能 なS共 同体で も、過去20年に換 金作物生産が
拡大 し、その結果共同体経済が世界市場 と直接関わ り合 うことになった。それ まで生産
においては孤立的だった地域経済 を、グローバルなシステムへ直接 に、そして一気に結
びつけたのはコーヒーである。
コーヒーの収穫iは熱帯性気候 と火山性土壌 と海抜高度によって規定 される。1970年代
後半 のS共 同体におけるコー ヒー栽培 は、共 同体 内で海抜高度の低 い、谷 川沿 いの ご
く一部地域に限 られていた。現在ではここを中心に栽培地が広が り、海抜高度1900m付
近の土地 はみなコーヒーに振 り向け られる傾 向にある。
しか しよ り重要な変化は、共同体外のコーヒー栽培地の取得が進んだことである。共
同体外に土:地を所有するというパ ター ンはウエウエテナ ンゴ県ではあまりみ られず、S
共同体 につ いては とくにみられなかった。 ウルフ(Wolf1957)が言 うようなく特定共
同体の土地所有は共同体成員だけに限 られるとい う定式化 は極端 であるに して も、S共
同体 についてはそれに近い実状 だった。
そ うした中で、県西方メキ シコ国境に近いD共 同体 は興味深い事例 を提供 している。
20世紀初めに創設 されたこの共同体では、県南部の複数共同体 から集 まった先住民やラ
ディーノが、.それぞれの出身共同体やエスニック集団の意識 を保持 しなが ら単一共同体
を構成 している。
このD共 同体にS共 同体 の人々が土地 を取得 し始 めたの は1980年代 になってか らで
ある。D共 同体 は急傾 斜の山岳 地帯 にあるが、S共 同体 よりはるかに暖地にあ りコー
ヒー生産の好適地である。ここに土地 を購 入 したS共 同体 の人々は寄 り添 って居住 し、
一種のコロニーを作 っている。収穫 したコーヒーはウエウエ テナンゴ市のはずれに林立
するコーヒー輸出業者に直接売却 されている。別の言い方をすれば、以前 は大規模農場
の季節労働者 として働いていた人々が、極小規模 の農場の所有者 とな り、世界経済ゐ周
辺 に参加 し始めたのである。同時に、 きわめて不安定 で変動 し続 ける商品市況に決定的
に左右されるようになった。
コーヒーに加 えて、地域によっては非合法の換金作物の生産が始まった。アマポラ(ケ
シ)な ど麻薬類 は、コー ヒーよりはるかに収益性が高い。生産ばか りで なく中継 も行 う
インフ ォーマル ・エコノミーの展開の結果、ウエウエテナンゴ市 には多数の銀行が新規
に開設 され、その数は 「プロテスタン トの教会 より多い」 という冗談を生むようになっ
た。
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6.宗 教
「プロテス タン トの教会 より」 とい う表現は、 ウエウエ テナンゴにおける教会数の爆
発的増加を背景 にしている。
グアテマラはラテンアメリカで最 もプロテス タン ト化が進んだ国である1ユ)。そ して ウ
エ ウエテナンゴ県でプロテスタン ト比率の最 も高い共同体の一つがS共 同体である。
1970年代後半 にS共 同体 の宗教構1成について私が計算 した ところ、(1)先住民のマヤ
宗教 と中世カ トリシズムが習合 した 「民俗カ トリック」の比率が約4分 の3、(2)民俗 カ
トリックの異教儀礼 に批判的な正統的カ トリックが1割 強、(3)さまざまな宗派に属す る
福音主義的プロテスタン トが合計約1割 だった。現在 は民俗 カ トリックの数は1割 を割
り込んだ可能性があ り、プロテスタン トが共同体成員の過半数を占めている。20世紀半
ばに導入 されたプロテスタンティズムが、なぜ この ように急速 な発展 を遂 げたかは容易
に説明で きない。要 因としては、(1)国外か ら訪れる宣教師たちのきわめて活発 な活動、
② グアテマラではプロテスタンテ ィズムが近代化の過程 と結びついて きたこと、(3)民俗
カ トリシズムの中枢 に位置する伝統的 「罪」(il)概念の強力さと、それが もたらす(と
される)深 刻な災いか ら改宗により逃れようとす る欲求(Koizumi1981,小泉1990)、
(4)民俗 カ トリシズムの儀礼では飲酒が中心できわめて大 きな出費を伴 うことに対する嫌
悪感(小 泉1987)、(5)政治 と社会の情勢が最 も不安定 な時期のグアテマラ大統領がプロ
テス タン トであ り、安全 を求め ようとする人々が権力の側 にす り寄ったことなどが、一
応の(し か しどれ も部分 的な)答 えとして考え られる。
これらに加えて経済行動パター ンにおける変化 を、改宗 に 「相関す るもの」 として捉
えるべ きである。経済行動の変化は宗教変化 をもたらし、また宗教変化によってもたら
されている。このこ とを示すの は、 「政治=宗 教的 ヒエラルキー」や 「カル ゴ体系」 の
名で呼ばれてきた役職のシステムの変容である。
S共同体では役職が スラル(sla1)と呼 ばれる ことか ら、私 はこの制度 を 「スラル体
系」 と呼んで きた(小 泉1987)。民俗カ トリシズムの中核 をなす制度 として、1970年代
のスラル体系は精緻な数学的構造 をもって機 能 していた。S共 同体の全成人男性 が140
の役職 に1年 交代で就 くことによって、共同体 の維持 に不可欠な世俗的機能が果た され
るとともに、共同体の守護聖人たちに対する儀礼義務が遂行 されていた。 この制度で は
どの役職に も経済的負担が伴 い、巨大な負担が成員間を巡回 して定期的に経済的 また心
理的な苦痛 を与 えていた。
このスラル体系は1990年代 までに大 きく変貌 した。何 よ りマム語でマル トン(marton、
スペ イン語でマ ヨール ドモmayordomo)と呼ばれる役職が廃止 され、「政治=宗 教的」
な二つの ヒエ ラルキーの うちの宗教部分が消滅 した。これは正統的カ トリックと福音主
義的 プロテスタン トの 双方が、守護聖人に対する民俗 カ トリシズムの儀礼 を攻撃 し排斥
したことによる。 また、宗教的役職 に付帯する極端な儀礼 的出費がそ もそ も強い嫌悪 の
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対象だったことにもよる(小 泉1987)。廃止 された宗教的役職 を再興 しようとする動 き
もあった。 しか し忌むべ き重荷か ら一旦逃れた後は、また民俗 カ トリシズムの儀礼 を行
う者がそ もそ も少数派 となった後 は、あえてその重荷 を担お うとする者はな く、結局ス
ラル体系の宗教部分が回復 されることはなかった。 この体系は、行政的 ・政治的部分の
みからなる世俗的システムに変質 したのであ る。
中米の多 くの共同体で は、 カルゴ ・システムの世俗的部分が消滅 して宗教的部分 だけ
が存続す ることが多い。 しか しS共 同体 の場合 は逆だった。強烈 な共同体性 を維持す
るS共 同体 にとって、共同体の機能 に不可欠 な世俗的役職 だけは存 続 した ということ
かもしれない。
7.移 民
宗教的役職の廃止 に加 えて世俗的役職 に伴 う経済負担の軽減があ り、こうして消費 を
強制する儀礼 システムの力は弱 ま り富 の蓄積が進んだ。 しか しS共 同体が20年の 問に
相対的に豊かになったのは、消費 ばか りでな く所得 の側の変化 にもよる。
先に見たコーヒー生産の開始に加えて、新たな雇用が収入源 となった。共同体内にと
どまりなが ら得 られる雇用 としては高校 に進学 して教員になるのが ほとんど唯一である
が、共同体 を一時的に離れるならば他にもわずかながら可能性がある。数人の若者は首
都 グアテマラ市で警官の職を得た し、ウエウエテナンゴ市に完成 した高級観光ホテルで
ウェイターとな り、求め に応 じて先住民衣装 を着けて観光需要を満た しながら働 く者 も
何人かいる。
定職ではな く一時的な雇用 ならば従来か らあ った。太平洋岸に近い中低地の コーヒー
・プランテーシ ョンで、コーヒー豆の 収穫期 に未熟練季節労働 者 として働 くことがS
共同体の人々にとって最大の現金収入源だった。1970年代後半には季節的集団移民 に近
いかたちで、家族 ぐるみでプランテーシ ョンに移動 する人々が トラックの荷台 に溢れて
いた。
この労働パ ターンは大 きく変化 した。南方の太平洋岸 に向か う人の数は減少 し、西方
メキシコ国境のプランテーションに向かう人が増加 した。 この原因については調査中で
あるが、 ともか く南方での雇用が減 ったこと、西方 に小規模 なプランテーションが増え
たことははっきりしている。.太平洋側のコーヒー ・プランテーション自体が、牛肉生産
やサ トウキビ生産やゴム生産 一 つ ま り、収穫期に手摘み を必 要とす るコーヒーに比べ
て労働力 を要 しない産業 一 に転用 されたため、雇用が減 ったとい う情報がある。 もし
これが事実 とすれば重要な構造変化が起 こっていることになる。従来のプランテーシ ョ
ンが牧場 に転用 され労働需要が減少 しているこ とは、中央 アメリカ全般 について報告 さ
れていることである(DeWalt1986)。しか しあるプラ ンテーシ ョン所有者 に尋ねた と
ころ、そのような変化 は否定 された。 また労働者の側か ら、以前は夜明けから日暮れ ま
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で仕事 があったが今は昼 まで しか働 けず十分な賃金が得 られない とい う情報 もあった。
これについては雇用者の側か ら、新労働法の制定 により合法 的な労働時 間が制限された
ためだという説明がある。
理由は何 であれ、人の流れに変化が起 きていることは確 かである。以前の流れは南方
に数百キロ隔てた大規模 プランテーシ ョンとの間で、南北方向の回転運動 として起 こっ
ていた。現在はこの方向の流れが弱まり、西方に数十キロ隔てた小規模 プランテーショ
ンとの問で東西方向の回転運動が起 こっている。
回転により現金収入が得 られるとい うのはむ しろ文化的な概念化である。南 にせ よ西
にせ よ、人々は 「労働する」 よりは 「移動する」 こと自体 によ り富 を得 る。収入は移動
と結びついている。
現金獲得活動 をこうした文化概念 としてみたときに、移動 自体が帯びる重要性 はプラ ・
ンテーシ ョン=共 同体間に限 らない。先住民マヤの商人たちが、毎週異 なった曜日に近
隣共同体の定期市 を巡 り続 け、わずかばか りの収益 を積み重 ねてい く様態 も同 じである。
月曜はB共 同体、火曜はC共 同体、水 曜はウエウエ テナ ンゴ市 、木曜 はS共 同体、 と
い うように、人々は定点に店 を開 くよりは巡回市 のリズムに合わせて移動 を続け、 この
移動のプロセスの中で富 を得るのである。ある男 が言ったように、彼 らは 「1センタボ
を求めて」、つ まり現在の レー トで種円 を求めてどこへ でも動 く。
巡回市 を追い求める移動 は1週 間周期であ り、プランテーシ ョン労働のための移動 は
1年周期である。 これ より周期が長 く移動の距離 も大 きい新 たな現金獲得のパ タ 一ーンが
出現 し、急速に広が りつつあ る。米国への非合法労働移民である。
ウエウエテナンゴ県 を全体 としてみれば、農村共同体か ら首都 グアテマ ラ市への国内
移民 も多い。 しか しS共 同体 の場合 グアテマラ市へ向か う者は皆無 に近 く、逆 に首都
の反対方向、国境のか なたのアメリカを目指す。そして非合法の国境通過は大 きな困難
とコス トを伴 うか ら、人的移動の周期は数年単位 になる。 このような移動 を行 うのはほ
とんどが若い男性であ るが、既 に米国移民の経験者の数 は優 に3桁 を数 えている。S共
同体の外 を見れば、米国移民の数ははるかに多い。世界経済システムの中央 での労働参
加 は拡大 し続けている。
米国経験者に話 を聞けば、移動 を試みる理 由はあまりにも明 らかである。労働の種類
一 農業労働、 レス トラン、鶏肉工場、建設労働 など一 にもよるが、S共 同体か らの
移民の一人は週休420ドルを得 ていた とい う。 これは年収に換算 して約2万 ドルにあた
る。 もしグアテマ ラ国内のプランテーシ ョンで働 いた とすれば日給3ド ル程度だか ら、
仮に365日すべて働 くことがで きたとして も年収千 ドルほ どであ り、米国の場合の20分.
の1で ある。別の比較 をすれば、 グアテマラの学校教員の年収は2千 ドル程度だか ら、
米国移民の場合の10分の1に あたる。
このように巨大な賃金格差についての情報が広が っている以上、米国か らの吸引力は
すさまじい。非合法移民を補助す る非合法の仲介者 としての コヨーテ(coyote)はもっ
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ば らウエウエテナンゴ市 に集中 しているが、彼 らの請求額は需要 を背景に高騰 している。
4年ほ ど前には7千 ケツァルほどだった とい うが、1997年12月の調査時には1万3千 ケ
ツァル、1998年8月には1万6千 ケッァル(つ まり2700ドル)に 上昇 していた。米国へ
の片道航空運賃 と比較 して もたいへ んな額である。
移民たちはコンテナ ・トラックなどに潜んで移動する。グアテマラか らメ∵シコへは
ウエウエテナンゴ県の辺境 に通路があるが、メキシコか ら合衆国へ 「トルテ ィーヤのカー
テン」 を通過す る際 には歩いて砂漠 を越 え泳いで川 を渡 り、そこで死者が出ることが し
ばしば報道 されている。S共 同体の場合犠牲者 はまだ報告 されていないが、移民 局によ
り逮捕 され強制送還 されて先払い した費用 を失った者がある。テキサス州の ヒュース ト
ン市 にた どり着 く前 に逮捕 された場合は費用の残額は戻る もの とされるが、 ヒュース ト
ン到着時点でコヨーテの仲介は成功裏 に完 了 した もの とみな される。その後S共 同体
の人々は米国の東部や西部や南部に移動 して労働 に従事するが、 とくにフロリダ州のH
市 にはS共 同体 の拠点 と言 うべ きものが作 られ、約50人が共同で生活 している とい う。
このような移民 とい う行為 は投資 であ り、企業家(entrepreneur)の活動 と呼んでよい。
%円 を求めてどこまで も動 く人々にとって、2700ドルつま り30万円以上が どれ ほどの
金額であるかは容易 に想像できる。 この出費は長年の重労働 と営 々とした貯蓄 によって、
また土地などの資産の売却 によって、あるいは高利の巨額の借 り入れによってまかなわ
れる。そ して失敗すればまさにすべてが失われ、命が失われる可能性 もあることを知 っ
た上で投資する。 しかしこれ まで この企業家精神は成功 をもたらす ことが多かった。 リ
スクはあるにしても、2700ドルを、そ して自己 という存在 をその まま資本 として投下す
れば、!年 で2万 ドル、数年で数万 ドル となって戻 って くる。
こうして数倍数十倍 に膨 らんだ資金 を得てS共 同体 に帰 り先住民衣装 に戻 った元移
民 たちは、その資金を土地や車や商品の購入にあてる。これは私が知るメキシコの ミチ ヨ
アカン州か らの米国移民の場合 とは際立った対照をなしている。 メキシコの場合、同 じ
ように国境 を越 え大 きな富 を得 ることに成功 した人々は、戻 って家 を建て、乗用車を買
い、家具を揃え、衛星放送のための巨大なパラボラアンテナ を立 てている。S共 同体の
人々が アメリカか ら戻れば、共同体内外の コーヒー農地を取得 し、運輸業を自営するた
めの四輪駆動の トラックを買い、巡回市で売るための商品 を購入す る。一言で言 えば、
メキシコのパ タ～ンは消費志向的、S共 同体のパ ターンは投 資志 向的である。後者では
生活様式には重要な変化が起 こらず、 ただ富が富を生んでいる。
20年ほど前、S共 同体 の元村長 の老人から、プワカ ・ウィッツ(pwaqwitz)、つ まり
「現金の山」 「宝の丘」の話 を聞いたことがある。他の何人 もか ら同 じ話 を聞いた。周
囲の山中の どこかに 「現金 の山」があるとい う。 この山の主人は、人の命 を奪 うことに
よって生 きる危険な超 自然的存在、タアウ ・ウィッツ(ta7wwitz「山の主」)である。
しかし山の内側 に入 りさえすれば現金がい くらで も手 に入る。地界への入 り口は どこか
の岩か洞穴で、たまたまそれ を見つけた人 にしか場所がわか らない。それにその山の内
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側 に入るには、ほ とん ど誰 も知 らないような儀礼 を行い、誰 もが耐 えることので きない
ほどの禁欲 を経た上でなければならない。そんな山を探す人は大抵 は儀礼 に失敗 して命
を落 とす。 しかし首尾 よく巨万の富 を得て戻った者 も実際 にある。
話 し終える とこの老人は、虚ろな目で一人ぼんや りと宙 をながめなが ら、 「ア トゥル
タァ…」(atlta7)とそっと眩いた。 「あるんだろ うなあ…」の意味であ る。山はおそ
らく現実に存在する。ただその場所がわか らない。民話収集のつ もりでメモ を取ってい
た私 には、 この合理的で政治力に長けた老人が、 日々の生活苦 を込 めて漏 らしたこの一
言が忘れ られなかった。
この元村長の若い息子が昨年米国か ら戻った。今は孫の一人が滞米中である。
富 と危険が隣合 う 「現金の山」 は遂 に見出されたのか もしれない。入 り口へ の道案内
としての コヨーテの存在 も、そこへ入るために必要 とされる高額の儀礼 も、今 では周知
の ものとなった。
8.観 光
国家としてのグアテマラに観光が もた らす利益 は巨大である。モ ノカルチュアで知 ら
れるグアテマ ラにとって最 も重要な輸出品目はコーヒーであ り、その生産は年額5億88
50万ドルにのぼるが12>、それ に次 ぐのが観光牽業である。観光が もたらす歳入は3億25
20万ドルに達 し、その後 に砂糖(2億5530万ドル)、バナナ(1億5030万ドル)、カルダ
モ ン(3790万ドル)と 続 く13)。まさにグアテマ ラを支えるのは観光であるが、それ を支
えるのは先住民マヤであ り、それ も民族衣装 をつ くり民族衣装をつける時のマヤが支え
るのである。
首都 グアテマラ市のアウロラ国際空港のす ぐ近 くには、国外からの観光客が必ず訪れ
る民芸品市場14)と国立考古学民族学博物館15)がある。古代マヤ とその現代 の末商の幻
影 を求めて全世界 から集まる観光客 は、古代マヤの石彫 一 考古学 一 と現代マヤの民
族衣装 一 民族学 一 という二部構城 の博物館の中で、古代 と現代の連続性 と一体性 を
確認する。そ して民芸品市場 で現代マヤの極彩色の織物や工芸品を手に入れ、 グアテマ
ラ国内に散在する古代 と現代 とその間をつなぐ植民地時代4)観光地 を訪問す る。
S共同体 の人々のユニ フォームとしての民族衣装 は、アウロラの民芸品市場で売 られ
るようになった。それ よ り重要 なことは、考古学民族学博物館に陳列 されるようになっ
た。S共 同体の衣装はマ ネキンに着せ られ、手編みの帽子 はガラス ・ケースに収め られ、
正面の大壁画 にはS共 同体 の男性 が、持つ はず もない儀礼用具 を持 って立 ちはだかる。
グアテマラの観光ガイ ドブックやパ ンフレッ トの表紙 を飾 るのはほとん どいつで も先
住民の少女であ り、華麗な民族衣装で誘 うかのように微笑みかける。マヤは招 く。動乱
の時代 は遠い。こう.した観光ガイ ドや絵葉書 や写真集に、S共 同体の人 々も頻繁 に登場
するようになった。絵 はがきやマ ネキンや壁画やガラスケースに固定 された彼 らのアイ
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デンティティは、世界観光 システムの中で商品 となり、観光 される もの となった。
しかしこれは人々のアイデ ンティテ ィが商品 となったということであ り、人々自身が
商品 となったということとは違 う。
考古学民族学博物館で、S共 同体の人々の固定 され不動化 された衣装姿 をい くつ も見
た後 、博物館を出たところの遊歩道ですれ違 ったの はS共 同体の一家族 だった。あた
か も壁の中、ガラスの中から抜 け出た人々のように見 えた。父親 と母親 と兄弟 と子供 た
ちが、手 をつないで空港周辺を散歩 しているところだった。おそ らくは見覚えのある私
を、村からはるかに離れた予期 しない所で見て、小 さな女 の子 はいつ までも後ろを振 り
返っていた。
以前のS共 同体 の人々は、共同体外 に出ること自体 が希 で、出る とき も大抵 は経済
目的で民族衣装 をつけることはほとんどなかった。 しか し現在 の彼 らはグアテマラ市 を
は じめ とする各地 を、自分がS共 同体 の人であ ることを衣装 によ り示 しなが ら、 とく
に目的はな くただ訪れるために訪れている。空港で散歩するあの家族 は観光をしていた
ようである。彼 らが観光する者なのか、それ とも観光 される者 なのかはわか りに くくなっ
た。
* * *
以上に見たことは、深層 において変化 しつつある 〈システム〉と、表層 においてさし
て変化 しないかに見える 〈文化 〉との相関 として捉 えるべ きか もしれない。歴史の中で、
S共同体の文化は様々な側面で変化 してきたが、そのことよりはむ しろ、変化 しない、
少な くとも変化 しないように見 える側面が多い ことに注 目す る必要がある。20年の時を
経て、動乱 の80年代 を隔ててS共 同体 を見れば、冒頭 に見 たような若干 の物理的変化
を除いてさほどの動 きがなかったかの ようである16)。全員が以前 と同様の家に住 み、同
様の民族衣装 をつけ、少な くとも村内では同様の活動 に従事 している。 もともと強烈な
共同体性 に特徴 づけられたこの社会で、その共同体性 と共同体感情はむしろ強まった。
人々の移動が激 しくな り、グローバルな文化を知 り、一部では巨額の収入を確保 し、儀
礼や祭礼の頻度や濃密 さが減少 して も、共 同体 という社会的実体 は強固に確認 され再確
認 されている。その一方で、 「想像 された共 同体」 に対す る感情(Anderson1983)は
依然 として希薄である。
ここでは文化のダイナミクスが見えにくい とい うダイナミクスに注目する必要がある。
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注
1)平 成9年 度 ～ 平 成11年度 文 部 省 科 学 研 究 費 補 助 金(国 際 学 術 研 究)課 題 番 号09041019「環 太
平洋 地 域 の文 化 とシ ス テ ム の ダ イナ ミク ス に 関 す る研 究(DynamicsofCulturesandSystemsinthe
PacificRim)」研 究 代 表 者 小 泉 潤 二 。
2)調 査 結 果 の 一 部 をKoizumi(;981)で報 告 した 。
3)す ぐに 思 い 浮 か ぶ の は 、 ロベ ー ト ・レ ッ ドフ ィー ル ド(Redfield1930)、オ ス カ ー ・ル イ ス(Lewis
1960)、ク ラ ウデ ィオ ・ロ ム ニ ッツ(Lomnitz1982)らが 今 世 紀 前 半 以 来 調 査 し て きた メ キ シ コ の
ウ
テ ポ ス.トラ ン、 ソル ・タ ッ クス(Tax1953)とヒ ン シ ョー(Hinshaw1975)が20年以 上 を 隔 て て 研
.究 した グ ア テ マ ラ中 西 部 の パ ナ ハ チ ェ ル、 ワー グ レー(Wagley1941,1949)とワ タナ ベ(Watanabe
1992)が半 世 紀 に わ た っ て 訪 れ て い る グ アテ マ ラ北 西 部 の チ マ ル テ ナ ン ゴ な どで あ る。
4)こ こ で 言 う 「還 元 論(reductionism)」に つ い て は 、Koizumi(1997)で論 じた 。
5)マ ム 語 を話 す 人 々 の 数 は お よそ70万人 とい わ れ て い る。 マ ム につ い て は 簡 単 に解 説 した こ とが あ る'
(小泉1993)。
6)こ の衣 装 の意 味 に つ い て は 別稿 で 扱 った(小 泉1996)。
7)和 平 合 意 に つ い て は 、Byme(1996>などを参 照 。
8)経 済企 画庁 の 資料(SEGEPLAN1998)でそ の 一 端 を知 る こ とが で き る。
9)「境 界 を 分 析す る 」(小 泉1994>を参 照 。
10)"Toledo:Guatemalanomalfirmaraunacuerdo."SigloVε'班諏瀧`,,26deagosto,1998,p.55.
11>グア テ マ ラ の プ ロ テ ス タ ンテ ィ ズ ム につ い て は、Bur斡賃 娯 郵9>「ほか 。




16)一方 、 オ リビ ア ・カ レ ッ シァ が 近 隣 の 共 同 体 ト ドス ・サ ン トス につ い て作 成 した2本 の ビデ オ(Car-
rescia1982,1989)は、 動 乱 の た め に共 同 体 が 変 容 し た こ とを 過 度 な ま で に強 調 して い る例 で あ る.。
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DynamicsofCulturesandSystems
inNorth-westernGuatemala
J晦iKOIZUMI
ThisisaninterimreportonaUongoinganthropologicalresearchinCentralAmerica.
The顧esearchispartof..ajoi飢p1句ec口ided``DynamicsofCultロ のesandSystemsinεhe
PacificRim,"whichissupportedbytheGrantinAidfbrScientificResearchofthe
JapaneseMinistWofEducation,.Science,andCulture.
In血eIate1970s,theauthorconductedlong-te㎜ethnographic頚esearchinthe
D・p・並m・nt・fHuehuet・n・ng・・f・・曲 一w・・t・mG・・t・m・1・;h・i・n・w・・llecti・gn・ld
dataonthechangesthathaveoccurredthereinthepasttwodecades.Thepurposeof
thisre-studyisnottoaddressspecificculturalchangesρεr∫ θ,buttounderstandsuch
changesinrelationtodynamicsoflargersystems.Herethete㎜"system"isused
purposefullyambiguousandpolysemousin..g解肇.憩,、 (萎～yerdiversesoOial,economicand
political・yst・m・・Th・``・y・t・m"・ ・ughly
.・e艶「stocausal一血nctionalinteg「ation・andthe
``culture"tologico-meaningfUlintegration.
Theresea㏄h食)cusesonthedynamism'inacommunitywestofHuehuetenangoCity.
Thefbilowingsystemicfactorsareexamined:
1.Theimpactofthepoliticalviolenceinthe1980sandtheconsequencesofthePeace
Accordsin1996。
2.Developmentofthesystemof年ducation,particularlyofthebilingualeducational
system・
3乙Theimpactoffbleignaids,particularlyafterthePeaceAccords.
4.Changeinthemarketeconomyandtheadvanceofthefreetrade.
5.Newpattemof}andacquisitionandproductionofcoffeefbrexport.
6.Theinfluenceoftheworldreligioussystemsandthechangesintheso-calledciviト
religioushierarchy.
7.ChangingpattemoflaborincoffbeplantationsandlaborimmigrationtotheUnited
States,whichcanbeseenasacapitalinvestmentandanentrepreneudalactivity.
8.DeveiopmentoftourismwhichputsM耳yanethnicityinthecomme㏄lalcontext.
Despitethesechangesonthe』systemiclevel,thecultureappearstobeunchangingat
leastonthesurfaceandmaintainsastrongorientationtowardcommunity.Itisargued
thatthisseemingabsenceofculturaldynamismshouldbeunderstoodinrelationto
signif童cantchangesin互argersystems.
